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別館ギャフ1）..：.蔵Fて1・..＿..-r 
2009年1月（国）登録有形気化財建造材』こ登録

本館の西側に建つ土蔵は銀行の重要書類等を保管していたと考えられます。

構造は土蔵造2階建切妻造平入桟瓦葺で、明治中期に初代本館と同時に建

築J階は下見板張、2儲は台漆喰仕上げ、2階の窓に木製庇を付けていますG

平成24年（2012)3月1Elより、蔵ギャラリーとして一般公開されていますc

1階には、陶滋器や、仏像があり2踏には東海道五十三次の絵巻や岡本一平

が中心となりつくられた肉筆漫画漫画紀行、開国六十年史司絵など数多くの美

術工芸品が展示されています＇j 
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、訟てがぷ。ι、竹1：普主 明治・

この古民家が建てられたのは明治中期頃ではないかと言われています。

この時代の大野は林業を中心とした産業で栄ええ商取引の中心地でした。

~漢字・星組Z事ミ在留・5割l
嘉主主富・穀Z事単誓・溺l
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鳳来館

． 物の歴史案内 鳳来館は1925（大正14年）、束三河全域で営業し

ていた大野銀行本店として建設され戦後東海銀行

時代などを経て、豊JI＼信用金庫鳳来支店三河大野出

張所として使用されていたが、2006年iこ閉館。

• 1945(Sll和20年9月）東海銀行三河大野支店

• 1963（昭和38年7間束三信用組合三河大野支店

・2000（平成12年10-月）豊川信用金庫三河大野支店

• 2003（平成15年1聞かわしん鳳来支店三河大野

出張所

• 2006（平成18年9月23日）閉店

• 2007（平成19年10月2日）f鳳来館jオープン
• 2009（平成21年1月）国有形文化財［建造物］登録
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大野銀？首位時の重役たち（大橋家蔵）

大
野
銀
行
創
立
時
の
重
役
に
就
い

た
方
々
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
発
起
人
の
下
山
与
平
治
氏
は
、

大
野
の
名
家
、
下
山
家
（
山
形
屋
）
か

ら
の
分
家
「
鍵
屋
」
の
当
主
で
あ
る
。

代
々
与
平
治
を
名
乗
り
呉
服
商
を
継

い
だ
先
進
的
経
済
人
で
人
望
高
く
、
銀

行
創
立
の
取
締
役
に
就
任
す
る
。

大
野
で
二
人
目
の
取
締
役
は
、
後
に

頭
取
に
な
る
大
橋
正
太
郎
氏
で
あ
る
。

父
の
茂
左
衛
門
氏
が
築
い
た
ヤ
マ
モ

の
資
産
を
継
い
で
山
林
経
営
を
発
展

さ
せ
、
奥
三
河
経
済
界
の
先
頭
を
走
っ

た
。
二
代
目
も
取
締
役
に
就
任
。

思
う
に
、
こ
の
地
方
の
山
林
家
は
、

歴
史
も
新
し
く
そ
れ
ぞ
れ
本
業
は
商

業
で
あ
り
、
農
業
で
あ
っ
た
訳
で
蓄
財

の
担
保
（
投
資
）
先
に
山
林
不
動
産
に
魯

着
目
、
明
治
政
府
が
落
ち
着
く
と
共
に

経
済
の
活
況
と
連
動
し
た
木
材
需
要

と
価
格
上
昇
と
い
う
時
代
の
波
に
乗

っ
て
、
山
林
業
が
本
業
化
し
て
い
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。

苗
木
の
育
成
、
植
林
か
ら
始
ま
り
間

伐
等
長
い
年
月
を
要
す
る
訳
で
、
こ
れ

を
産
業
化
す
る
に
は
金
融
の
下
支
え

が
必
須
と
な
る
。
資
本
金
玉
万
円
の
調

達
、
大
蔵
省
と
の
折
衝
、
諸
々
の
障
壁

を
乗
り
越
え
て
設
立
に
尽
力
し
た
発

起
人
の
方
々
の
労
苦
は
、
大
野
銀
行
小

史
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
先

達
の
強
い
意
志
と
、
そ
れ
を
支
え
た
奥

三
河
の
財
カ
と
相
侯
っ
て
、
後
世
の
私

達
に
教
訓
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
に
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
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三
人
目
は
細
川
の
中
島
喜
助
氏
で

七
郷
村
屈
指
の
山
林
家
で
、
専
務
取
締

役
に
就
任
し
、
堅
実
な
社
風
を
確
立
し

た
功
労
者
で
あ
る
。
戦
後
に
地
元
の
東

陽
中
学
校
の
講
堂
と
学
校
林
を
寄
贈

し
た
名
家
と
し
て
名
高
い
。

監
査
役
に
は
山
吉
田
村
の
医
師
豊

田
成
章
氏
と
北
設
楽
郡
本
郷
村
の

佐
々
木
茂
八
氏
が
就
任
し
て
い
る
。

豊
田
氏
は
父
の
鉱
剛
氏
と
共
に
三

遠
地
方
で
初
め
て
種
痘
を
実
施
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
、
豊
か
な
山
林
の
育
成

に
も
指
導
力
を
発
揮
し
た
。
「
村
是
在

山
林
」
を
身
を
も
っ
て
率
先
さ
れ
た
こ

と
が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

北
設
の
ま
ち
本
郷
で
山
林
経
営
を

継
い
だ
佐
々
木
茂
人
民
は
、
遠
州
の
造

林
技
術
を
一
早
く
取
り
λ
れ
、
経
済
的

に
進
ん
だ
考
え
の
持
主
で
、
鳳
来
寺
鉄

道
建
設
の
大
口
出
資
者
の
中
に
大
橋

正
太
郎
氏
ら
と
名
を
連
ね
て
い
る
。

発
起
人
で
残
る
十
人
も
当
時
、
崎
町

々
た
る
名
士
達
ば
か
り
で
驚
か
さ
れ

る。
本
店
だ
っ
た
店
舗
は
、
三
河
大
野
支

店
と
な
り
、
引
き
続
き
こ
の
地
方
の
商

工
業
、
観
光
業
の
金
融
を
支
え
る
。
時

を
経
て
、
傘
下
の
東
三
信
用
組
合
の
支

店
、
さ
ら
に
豊
川
信
用
金
庫
の
支
店
と

な
り
、
平
成
一
八
（
二

O
O六
）
年
に

銀
行
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

2 0 8. 20i8. 
大
正
ロ
マ
ン
溢
れ
る
洋
館
は
、
翌
年

に
美
術
喫
茶
「
鳳
来
館
」
と
な
り
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
、

訪
れ
る
人
達
の
憩
い
の
空
間
を
提
供

し
て
い
る
。
補
足
な
が
ら
木
造
の
初
代

銀
行
は
南
方
五

O
米
先
き
に
移
転
し

て
、
大
野
郵
便
・
電
話
局
と
な
り
、
現

在
は
住
居
と
な
っ
て
い
る
。


